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　皆さん、こんにちは。生徒会長の今木拓馬です。私たちの学校は、
あたたかくて居心地の良い雰囲気が魅力です。はじめは緊張して
いた人も、自然と周りに溶け込んで、自分らしく過ごせるようにな
ります。わからないことがあっても、友達や先生がそっと声をかけ
てくれる、そんな優しさにあふれた場所です。学習面ではもちろん、
それ以外の場でもそれぞれの「好き」や「得意」を伸ばせる環境があり、
自分の成長をしっかり感じることができます。
　行事や部活動もとても活発で、みんなで協力しながら本気で取り
組む時間は、忘れられない思い出になります。中でも、各行事で優
秀な成績を収めたクラスには「あんパン」が贈られるという、ちょっ
とユニークな伝統があり、それも楽しみの一つです。笑顔と達成感
が広がる、私たちらしい文化だと思います。
　高校生活には、不安や迷いもあるかもしれません。でもこの学校

には、一人一人が安心して過ごせる環境が
あります。ここで過ごす3年間が、きっと
最高の時間になるはずです。
　少しでも藤代高校のことに興味を持って
いただけたら嬉しいです。皆さんとお会い
できる日を、心から楽しみにしています。

生徒会長　今木　拓馬
（龍ケ崎中出身）

高い知性・たくましい気力・礼節を重んずる人間

みずからの力を信じ
　社会の中の人間として たゆまず真理を求めよう

校 是

校 訓

教育課程 Curriculum

制服紹介 Uniform生徒会長　あいさつ

地域に信頼され、
地域から日本・世界へ、
グローバルな視野を
持てる人間を
育成する学校づくり

① 確かな学力の涵養
② 一人一人に寄り添った進路指導の充実
③ 豊かな心及び道徳的実践力の育成
④ 開かれた学校づくり

目　標

藤代高校の夏服は、学校指定のポロシャツも可として
います。また、女子生徒のネクタイとパンツの着用も
可能です。

冬服夏服

【表紙のキーワード（Freedom（自由）、Justice（公正）、Sympathy（共感）、Respect（尊重））について】
藤代高校の校風・精神を、藤代（FuJiShiRo）のＦ、J、S、Rで始まる4つの英単語で表現しています。本校卒業生のアイディアをもとに選定しました。
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藤代高校における探究的な学び ～未来の設計図を描く～

取手 × じぶん × 未来

社会 × じぶん × 未来

学問 × じぶん × 未来

生徒一人一人が関心のあるテーマを切り
口として、地域社会の課題を見つけ出し、
グループで探究していきます。

1学年で培った思考スキルや研究方法を
用いて、自分の興味・関心のあるテーマ
について、グループで探究していきます。

自分の進路を見据え、将来深めたいと思う
学問と社会との関わり方を考えながら主体
的に問いを立て、行動する力を養っていき
ます。

市の広報資料などを活用しながら、
問いを立て、課題の本質に迫る。

立てた問いについて大学の先生の助言
を受け、探究課題をブラッシュアップ。

市役所や青年会議所の方々との対話を
通じて、地域の課題を「じぶんごと」化。

研究計画に基づき、アンケートやフィー
ルドワーク、インタビューなどを実施。

探究の成果発表。取手市に具体的
な提案をすることも！

探究の成果をまとめ、校内発表。

Question Research Presentation➡ ➡

Question Research Presentation➡ ➡

3学年

2学年

1学年

大学の先生から、①探究テーマの設定、②調査設計や手法の選択、③最終発表後の講評
の3つのタイミングでアドバイスを受け、学びの質をさらに高めていきます。
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一條　尊琉 （竹園東中学校出身）　 福島大学 人文社会学群 人間発達文化学類 スポーツ健康科学コース � 硬式野球部

　私は野球をするために藤代高校に進学しました。３年間しっかりと野球に励み、勉強面でも成績を落とすことなくや
りきりました。藤代高校で過ごした３年間で、精神面でとても成長することができたと感じています。また、多くの大
切な仲間や友人と出会うことができました。今、私は福島大学で、生涯を通してスポーツと関わっていくための理論を
学んでいます。藤代高校で野球の楽しさを知ることができたので、大学でもモチベーション高くスポーツに関する勉強
をすることができています。高校で得られる仲間や友人は一生ものです。中学生のみなさんも、一生の友を自分の目標
としている高校で得られるように頑張ってください。

弓指　優空 （牛久南中学校出身）　 茨城県立医療大学 保健医療学部 理学療法学科 � サッカー（クラブチーム）

　中学２年生の時、怪我をしてお世話になった理学療法士さんにあこがれ、理学療法士を志しました。現在は、スポー
ツ分野ではなく、在宅医療の分野で活躍する理学療法士になるために日々頑張っています。
　そんな私は、高校時代、クラブチームでサッカーをしていました。学校終わりに直接練習会場に向かったり、テスト
期間でも普段通り活動があったりする中で、勉強時間を確保することにとても苦労しました。勉強とサッカーを両立さ
せるために、毎日５分だけでも勉強をすることを目標に頑張りました。家から学校、学校から練習会場までの移動中に
は単語帳やYouTubeを活用して勉強していました。また、登校時間を少し早めて一時間目が始まる前の時間を使って

自習をするなど、スキマ時間を最大限に活用する努力をしました。私が第一志望の大学に合格することができたのは、この努力があった
からこそだと思います。入学後もこの経験のおかげで大学生活を充実させることができています。
　このような濃い３年間を過ごせたのは藤代高校だったからだと思っています。皆さんもぜひ藤代高校で一生の思い出を作ってください!!

佐野　峻太郎 （城南中学校（現龍ケ崎中学校）出身）　 明治大学 経営学部

　私は、藤代高校が中学生当時の学力に合っていると思い、志望しました。実際、入学してみると、話の合う友達や面
白い先生が多く、行事も様々で、非常に思い出深いものとなりました。高校生活を通して大切だと感じたのは、自己管
理能力です。高校生は大人と子どもの狭間にあり、もはや大人と言っても差し支えないと思います。そんな藤高コミュ
ニティの中で、自分自身が取るべき一つ一つの行動を見極めるというのが、将来のためであると感じました。受験期には、
先生方に添削や質問に応じていただけたので、非常に助かりました。褒める時は褒め、厳しい時は厳しくあたっていた
だいたのが、良いご指導だったと感じています。これから高校生になる皆さんは、目先のことで満足してはいけません。

自信と慢心は全く別物だと考えています。自分が自分のことをしっかりと把握できれば、人生は今よりずっと豊かなものとなるでしょう。

小﨑　未来翔 （茎崎中学校出身）　 茨城大学 工学部 電気電子システム工学科 � 理工学部

　藤代高校での一番の思い出は、なんといっても修学旅行です。僕たちの旅行先は沖縄でしたが、普段はなかなか味わ
えない常夏の空気を五感で感じることができました。特に印象に残っているのは、ドラゴンボート体験。あの日は波が
少し高くて、ボートが大きく揺れたのを覚えています。同じボートに乗った友達は、落ちないように必死で、その様子
が面白くて笑ってしまいました。みなさんも、修学旅行ではたくさんの思い出をつくってくださいね。
　最後に、僕からのアドバイスをひとつ。大学進学を本格的に考えている人は、特に英語の勉強を頑張ってください。
英検は受験に活用できることもあるので、早めの取得をおすすめします。僕は受験期、休み時間に英単語帳を読んだり、

友達と単語クイズを出し合ったりしていました。英語は文系・理系を問わず必要になるので、コツコツ続けることが大切です！

富田　明里 （牛久第三中学校出身）　 茨城大学 教育学部 学校教員養成課程 数学選修 �応援委員会（チアリーダー）

　高校時代の一番の思い出は何と言っても藤朋祭（文化祭）です。初日のステージ発表ではクラスごとにダンスなどを競
うのですが、高３の時に私はミュージカルの主演を務めました。クラス全員参加なのでダンスや演技が得意でない人も
いましたが、ダンスを教えあったり、練習動画を作ったりするなどして私もクラスに貢献した結果、最優秀賞をとるこ
とが出来ました。この経験がきっかけで、私は誰かに「教える」ことにやりがいを感じるし、みんなで頑張って何かをや
り遂げる達成感が好きだと気づきました。そして、将来はそれらを生かした仕事に就きたいと決めました。私は現在大
学で数学教師になるという夢を叶えるために勉強しています。藤代高校には楽しい学校行事、切磋琢磨しながら勉強で

きる仲間がいます。やりたいことが見つかっていない人、友達がほしい人、勉強を頑張りたい人は、ぜひ藤代高校で学ぶことを検討して
みてください。おすすめですよ！

進路状況 After Graduation

卒業生からのメッセージ Message

国公立大学
大学名 R6 R7

秋 田 1
茨 城 12 8
宇 都 宮 1 1
愛 媛 1 1
北 見 工 業 3 2
群 馬 1
埼 玉 1 1
信 州 1
千 葉 1 1
長 崎 1
福 島 2 4
宮 城 教 育 1

国公立大学
大学名 R6 R7

山 形 1
山 口 2
琉 球 1
会 津 1
秋 田 県 立 2 1
茨城県立医療 8 3
尾 道 市 立 1
釧 路 公 立 2 3
島 根 県 立 1
高 崎 経 済 1 1
千葉県立保健医療 1
都 留 文 科 1 2

国公立大学
大学名 R6 R7

長 野 1 2
長野県立看護 1
福 井 県 立 1 1
前 橋 工 科 1
山 口 県 立 1
合 計 46 38

大　学　校
大学名 R6 R7

職業能力開発総合 2

主な 私 立 大 学
大学名 R6 R7

青 山 学 院 1 1
学 習 院 2
駒 澤 14 5
芝 浦 工 業 1
成 蹊 1 2
成 城 3 3
専 修 17 10
千 葉 工 業 48 29
中 央 2 2
津 田 塾 1
東 京 電 機 6 4

主な 私 立 大 学
大学名 R6 R7

東 京 農 業 6 4
東 京 理 科 1 2
東 洋 23 18
獨 協 14 19
日 本 25 25
法 政 8 4
武 蔵 15 3
武 蔵 野 17 19
明 治 2 2
明 治 学 院 1 3
立 教 3 3
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異文化体験を藤高で ～すべての生徒の
� グローバルな視野を育てます～

参加生徒の感想
○他国の文化や事情に詳しい方と直接交流する機会はめったにな
いため、非常に貴重な経験となりました。

○外国の方にとっては日本の漫画やアニメ、昔ながらの遊びに触
れることが初めての体験であり、日本人にとってはごく当たり
前のことでも、その新鮮な反応がとても興味深く、楽しい時間
を過ごすことができました。

参加生徒の感想
○これから大学や社会に出て外国の方々と交流する機会が増えて
いく中でますます必要となるであろう、自分の伝えたいことを
工夫して表現する力を養うきっかけになりました。また、日本
人にはあまり見られないポジティブな考え方や話し方のトーン、
ジェスチャーの使い方を学び、言語の壁を越えて交流する力を
身につける必要性を感じました。

参加生徒の感想
○オーストラリアへの海外派遣に参加し、英語を学ぶ楽しさや異
文化に触れる大切さを実感しました。現地の人々との交流やホ
ストファミリーとの生活、日本ではできない体験を通して多く
の気づきを得られたことで、進路の選択肢が広がりました。将
来は海外で暮らしたいという目標もでき、この経験は自分にとっ
て大きな転機となり、自信にもつながりました。

1年生全員

1・2年生希望者

インターナショナル・デー

▲

異文化への理解を深め、視野を広げる▲

JICA研修員との交流

オーストラリア派遣

▲

ホームステイによる異文化体験・異文化理解▲

充実した事前研修（半年で12回）▲

バディ（現地校生徒）と高校生活を体験

グローバルリーダーシッププログラム
▲

英語を学ぶことの意義を再確認▲

海外からの留学生とディスカッション
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硬式野球部
　県大会　ベスト8（R4・R5・R6）
　春季茨城県大会　第3位（R7）
　春季関東大会　出場（R7）

テニス部
　関東公立高校テニス大会　出場（R4）
　全国高校総体茨城県大会　団体戦3位（R5）
　関東選抜高校テニス大会　女子団体出場（R5）
　関東高等学校テニス大会　女子団体出場（R6）

陸上競技部
　第65回茨城県高等学校対校陸上競技新人大会
　女子3000m 8位╱女子100mH 8位（R6）
　第28回関東高等学校陸上競技選抜新人大会
　女子3000m出場（R6）

剣道部
　茨城県高校勝抜き大会　男子団体Ⅱ部
　第3位（R5）

弓道部
　第1回関東高等学校弓道選抜大会
　男子個人　出場（R6）
　第43回全国高等学校弓道選抜大会
　男子個人　出場（R6）

サッカー部
　関東高等学校サッカー大会茨城県予選会
　県ベスト16（R5）

バスケットボール部
　全国高等学校総合体育大会
　バスケットボール競技
　　男女　県大会出場（R5）
　関東高等学校バスケットボール新人大会
　　男子　県大会出場（R5）
　関東高等学校バスケットボール大会
　　女子　県大会出場（R6）

水泳競技部
　関東大会　出場（R4・R5）

バドミントン部
　男子　�関東高等学校バドミントン選手権大会

茨城県予選会学校対抗　第6位（R5）
　　　　�全国高等学校総合体育大会バドミントン

競技茨城県予選会　ベスト8（R5）
　女子　�茨城県高等学校バドミントン新人大会

学校対抗　ベスト8（R5）
　　　　�関東高等学校バドミントン選手権大会

茨城県予選会　第8位（R6）

芸術部（写真）
　県総文祭写真展優秀賞（R4）
　関東大会兼代表奨励賞（R4）
　全国高等学校総合文化祭県代表（R5）
　第47回全国高等学校総合文化祭鹿児島大会
　写真部門優秀賞（R5）
　全国高等学校総合文化祭県代表（R7）

吹奏楽部
　第58回茨城県アンサンブルコンテスト県大会
　銅賞（R5）

主 な 実 績

部活動 Clubs

硬式野球部硬式野球部 弓道部弓道部

剣道部剣道部

バドミントン部バドミントン部

ハンドボール部ハンドボール部

吹奏楽部吹奏楽部 茶道部茶道部

バレーボール部バレーボール部

陸上競技部陸上競技部

バスケットボール部バスケットボール部

軽音楽部軽音楽部

芸術部（書道）芸術部（書道）

運動部� Sports clubs
●硬式野球　●テニス　●卓球
●陸上競技　●剣道　　●弓道
●サッカー　●バスケットボール
●バレーボール　●ハンドボール
●バドミントン

文化部� Culture clubs
●芸術（美術・写真・書道）
●茶道　　　　　　●映画研究
●ボランティア　　●軽音楽　　
●吹奏楽　　●理工学　　●文芸

High School Guide 2026で用いた写真の一部
は、写真部の生徒が撮影したものです。
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・
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4
April

始業式、入学式、実力テスト、
進路講演会（２・3年）

5
May

創立記念日、生徒総会、
PTA総会、考査①

6
June

藤朋祭、進路講演会（１年）、
大学訪問（２年）、実力テスト、
考査②

10
October

後期始業式、考査④、体育祭、
学校公開・学校説明会・部活動見学会

11
November

修学旅行（２年）、
キャリア教育ガイダンス（１年）、
芸術鑑賞（劇団四季観劇）（１年）、考査⑤

12
December

駅伝大会、PTA面談、
全校集会、冬季課外

7
July

生徒会役員選挙、野球応援、全校集会、
PTA面談、夏季課外

8
August

学校説明会、部活動体験・見学会

9
September

考査③、球技会、
インターナショナルデー（１年）、
前期終業式

1
January

全校集会

2
February

考査⑥、
グローバルリーダーシッププログラム（１年）、
海外派遣（オーストラリア）

3
March

卒業式、吹奏楽定期演奏会、終業式

スポーツウェア
� リニューアル

勉強も。イベントも。  ～探究心で伸びる藤高～

2026年度入学生
はラインカラーが
緑色になります。
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茨城県立
藤代高等学校
High School Guide 2026

Freedom
　Justice
　　Sympathy
　　　Respect

出身中学校別生徒数

　 稲敷・河内・龍ケ崎� コースバス

　 牛久・龍ケ崎・利根� コースバス

つくば・つくばみらい・守谷� コースバス

《乗降場所》
江戸崎→松山→柴崎→角崎→長竿→高入口→河内町役場→幸谷→
半田→白羽→城ノ内→松ケ丘→藤ケ丘→久保台→小柴→平台→
佐貫→藤代高校

《乗降場所》
ひたち野→北柏田→牛久駅入口→神谷→長山→松葉→中根台→
龍ケ崎→竜ケ崎（警察）署前→大房→北方→南が丘→羽根野→藤代→
藤代高校

《乗降場所》
上岩崎→板橋→みらい平→古川→小絹→御所ケ丘→守谷→
けやき台→戸頭→取手→藤代高校

平日　　　　　朝　　　 学校着 　　  ８：２５

月・火　　　放課後　　 学校発 　　１６：0０　　１8：30
水・木・金　放課後　　 学校発 　　１6：20　　１8：３0

※乗降場所等については、利用希望者の動向等によって変更する場合があります。

スクールバス

茨城県立藤代高等学校
Fujishiro High School

T E L●0297-82-6283
F A X●0297-82-6021
H   P●https://www.fujishiro-h.ibk.ed.jp
E-mail●koho@fujishiro-h.ibk.ed.jp

〒300-1537　茨城県取手市毛有640

郡市町村 中学名 １年 ２年 ３年 小計 合計
水 戸 市 緑 岡 0 1 0 1 1

土 浦 市

土 浦 一 1 0 0 1

15
土 浦 三 1 5 4 10
土 浦 四 0 1 1 2
土 浦 五 0 1 0 1
土 浦 六 0 0 1 1

龍 ケ 崎 市

長 山 3 6 10 19

139
城 西 9 6 8 23
中 根 台 8 10 6 24
城 ノ 内 16 22 15 53
龍 ケ 崎 6 6 8 20

取 手 市

取 手 一 10 11 7 28

180

取 手 二 16 18 15 49
永 山 12 4 12 28
戸 頭 3 8 5 16
藤 代 6 8 8 22
藤 代 南 11 12 14 37

稲
敷
郡

阿 見 町 阿 見 1 0 0 1
12朝 日 1 3 1 5

河 内 町 かわち学園 1 2 3 6

牛 久 市

牛 久 一 0 6 3 9

67

牛 久 三 5 5 7 17
下 根 4 6 4 14
牛 久 南 6 8 3 17
ひたちのうしく 3 1 4 8
おくの義務教育 0 0 2 2

つ く ば 市

桜 2 0 0 2

26

竹 園 東 1 0 0 1
並 木 0 0 1 1
谷 田 部 3 0 0 3
高 山 1 0 0 1
豊 里 0 0 1 1
谷 田 部 東 2 1 0 3
茎 崎 2 1 0 3
高 崎 4 1 1 6
春日学園義務教育 2 0 0 2
学園の森義務教育 0 0 1 1
みどりの学園義務 1 0 1 2

守 谷 市

守 谷 5 5 8 18

99愛 宕 10 7 6 23
御 所 ケ 丘 7 7 13 27
け や き 台 20 5 6 31

北相馬郡 利根町 利 根 11 7 5 23 23

稲 敷 市 江 戸 崎 1 0 0 1 7新 利 根 2 2 2 6
かすみがうら市 下 稲 吉 1 0 0 1 1

つくばみらい市

伊 奈 12 18 11 41

87伊 奈 東 2 4 2 8
谷 和 原 7 15 7 29
小 絹 7 1 1 9

古 河 市 古 河 第 一 0 0 1 1 1

常 総 市 水 海 道 2 0 0 2 5水 海 道 西 3 0 0 3

私 立 霞ヶ浦附属 0 0 1 1 2茗 渓 学 園 0 0 1 1

千
　
葉

我 孫 子 市

白 山 0 2 1 3

27

久 寺 家 0 0 1 1
湖 北 1 0 1 2
湖 北 台 1 1 0 2
我 孫 子 1 0 0 1

流 山 市
東 深 井 0 1 0 1
おおぐろの森 1 1 0 2
おおたかの森 1 0 0 1

白 井 市 大 山 口 0 1 0 1
七 次 台 0 1 0 1

柏 市

柏 二 0 1 0 1
柏 五 0 1 0 1
逆 井 0 1 1 2
大 津 ヶ 丘 0 0 2 2

土 1 0 0 1
松 葉 1 0 0 1

松 戸 市 松 戸 四 0 1 0 1

野 田 市 川 間 0 0 1 1
南 部 1 0 0 1

印 西 市 印 西 0 1 0 1
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